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教育目標と本年度の重点目標の評価 
 

学校の教育理念・目標 

 

総括 

令和７年度重点目標 重点目標・計画の達成状況 

 

課題と解決方策 

建学の理念 

 「実学教育 人間教育 国際教育」 

 

4 つの信頼 

 「学生・保護者からの信頼」 

 「高等学校からの信頼」 

 「業界からの信頼」 

 「地域からの信頼」 

 

滋慶学園グループのミッション 

「職業人教育を通じて 

社会に貢献する」 

 

教育目標 

私たちは、建学の理念である実学教育

をカリキュラムに取り入れ、単に技術

のみでなく、豊かな感性と探求心、そ

してチーム内で仕事ができる人材を育

成する。また、バイオテクノロジー技

術を通し、人類と地球の未来に責任を

持って行動し、環境に配慮ができ、安

全で幸福な社会の発展に貢献できる職

業人を輩出する。 

 

① 東京バイオにしかできない学びを創造す

る。 
 

 

② ここにしかない学び、ここにしかできない

出会いを創造する。（社会人講座） 
 

 

③ 産学連携教育で滋慶グループを牽引する。 
 

 

 
履修システムや選択科目等導入できた。 

 

 

 

ワイン講座 4 名、ビール講座 24 名の受講が

実現した。 

 

 

 

多くの産学連携教育を実施している。また

その記録をドキュメントとして制作した。 

 

 

 

 

 
学生の出席率向上 

 

 

 

新規プログラムの構築 

 

 

 

 

 

最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 
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基準１ 教育理念・目的・目標と職業教育のマネジメント 
1-1 （1/1） 

1-1 教育理念、目的及び目標の設定等 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

1-1-1 教育理念等を踏

まえ、当該専門学校とし

て、目的及びを設定し、

学科（コースを設置して

いる場合はコースごと）

ごとに育成する人材像を

明確にしていること。  

 

○当該専門学校の教育理念を

踏まえた目的、目標が適切な決

定過程により設定されている

か 

○設置している課程（学科、コ

ースを設置している場合はコ

ースごと）ごとに目的、目標、

育成人材像が具体的に示され

ているか 

○当該専門学校の教育理念、目

的、目標と学科等ごとの目的等

との関連性が明確になってい

るか 

○また、入学者受入れ方針、教

育課程編成・実施方針、卒業認

定方針との関連性が明確にな

っているか 

○教職員、学生、社会に対して

教育理念等が十分に周知・公表

されているか 

（１）教育理念 

滋慶学園グループの建学の理

念（実学教育・人間教育・国際

教育）に基づいている。 

 

（２）目的（学則第１条） 

学校教育法に基づき、農業系バ

イオ（バイオテクノロジー）技

術者として必要な知識、技術を

修得した人材を養成すること

を目的とする。 

 

（３）目標及び育成人材像 

バイオテクノロジー分野の技

術者を養成する。建学の理念で

ある実学教育をカリキュラム

に取り入れ、単に技術のみでな

く、豊かな感性と探求心、そし

てチーム内で仕事ができる人

材を育成する。またバイオテク

ノロジー技術を通し、人類と地

球の未来に責任を持って行動

し、環境に配慮ができ、安全で

幸福な社会の発展に貢献でき

る職業人を輩出する。 

 

（長所）  

共通した理念を持つことにより、

人事異動がある場合でも同じ理

念に基づいた学校運営ができる。

事業計画など運営方針について

は学校のみで決定するのではな

く、常務理事決済となるため学園

全体の方針とのすり合わせがで

きる。 

 

（課題） 

特になし 

３つのポリシーに基づき、

入学から卒業までのフロー

教育を学生の変化に応じて

常に見直す必要がある。 
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（４）入学者受け入れ方針、教

育課程編成・実施方針、卒業認

定方針との関連性 

学園のミッションに基づき、即

戦力人材の育成と社会貢献を

最終目標とする３つのポリシ

ー（AP・CP・DP）を策定し

理念との一貫性を保持してい

る。 

 

（５）教育理念等の決定過程 

学園のミッション、理念に基づ

き事業計画を作成し、学校の組

織目的や運営方針について常

務理事、運営本部長の決済を受

けている。 

 

（６）学生等への周知方法 

学生便覧で明文化し、年度開始

時、前後期オリエンテーション

で説明している。またパンフレ

ットやＨＰ等でも公表してい

る。 

 

 

 

 

 

 

参照資料 中項目の評定 

学生便覧 事業計画 ホームページ ３ 

最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 
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1-2 （1/1） 

1-2 職業教育のマネジメント体制の整備 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 
長所の伸長・課題の解決

策 

1-2-1 職業教育を推進

（教育の企画・設計・運

用、検証及び改善・向上

等）するために必要なマ

ネジメント体制（以下「職

業教育のマネジメント体

制」という。）を整備し、

有効に機能しているこ

と。 

○当該専門学校の目的を実現

するために、学校内に具体的に

職業教育を推進するための組

織体制を整備しているか 

○職業教育のマネジメント体

制は有効に機能しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）職業教育のマネジメント体制 

教務部内にキャリアセンターを配置、

また産学連携センターを設置し、業界

と連携した教育マネジメントを実施し

ている。また全職員で学生情報共有会

議を実施し、学生一人一人を様々な視

点で見ることによって教育マネジメン

トを行っている。 

 

（２）職業教育のマネジメント体制の

有効性 

①体制における役割分担、責任の所在 

学校長、副学校長とは別に事務局長を

学校運営責任者とし、教務部長、各セ

ンター長がそれぞれの部門の意思決定

と事業計画遂行の責任を負う体制とし

ている。 

 

②教育活動のマネジメント、検証およ

び改善の取組、成果の確認の把握 

各教育行事等は教務会議や運営会議で

振り返りを行い、改善提案を出すよう

にしている。 

（長所） 

教務部内にキャリアセンタ

ーがあることで、学校教育

と企業連携がとりやすい。

また産学連携を推進する別

部署があることで日本全国

に渡るネットワークをダイ

ナミックに展開していくこ

とができている。 

またインターンシップもネ

ットワークを広げており、

学生個々の興味関心に合わ

せたインターンシップ先を

提供している。 

 

（課題） 

新コース（未来素材化学開

発）の産学連携先、就職の

新規開拓が課題 

新コースの産学連携、就

職先については日本全

国を視野に入れて新規

開拓営業を計画してい

る。（2026 年 6 月沖縄） 

 

参照資料 中項目の評定 

組織図 卒業研究（産学共同研究開発）実績 インターンシップ先 ３ 

 

 
最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 
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基準２ 教育課程、教育の実施、学修成果 
2-1 （1/2） 

2-1 教育課程の編成と授業科目 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

2-1-1 学校の目的・目標

及び育成人材像を実現す

るための教育課程編成・

実施方針を定め、方針に

基づき、必要な授業科目

を体系的・段階的に配置

した教育課程を編成して

いること。 

○教育課程の編成にあたって、

卒業認定方針を踏まえ、学校の

目的・目標及び育成人材像を実

現するための教育課程編成・実

施方針を策定しているか 

○教育課程編成・実施方針に基

づき、系統性・段階性に配慮し

た授業科目を配置し教育課程

を体系的に編成しているか 

○当該専門学校における教育

課程編成の過程は、明確になっ

ているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）教育課程編成・実施方

針の策定、内容 

カリキュラムポリシーに基づ

き、キャリア教育、専門基礎知

識、専門知識・技能という科目

群を体系的に編成している。 

（長所） 

教育課程は段階的に配列され

ており、学生は最適な順番で科

目受講することができる。 

 

（課題） 

欠席学生の補習などの実施が

課題。 

中長期的には授業の動画化な

どいつでも復習したり、欠席し

ても動画で補えるような学習

環境に整えていきたい。 

2-1-2 教育課程編成の

ために、教職員及び企業

等の役職員その他の委員

により組織する教育課程

編成委員会等を設置し、

年 2 回以上開催している

こと。 

【注）職業実践専門課程】 

○職業実践専門課程の認定課

程（学科等）を設置する学校に

おいては、産業界及び地域社会

との連携による教育課程の編

成・実施のため、教育課程編成

委員会を設置しているか 

○上記委員会を年 2 回以上開

催し、産業界等からの意見につ

いて具体的に反映させるなど、

委員会を機能させているか 

（２）教育課程編成。決定過

程 

教育課程編成委員会メンバ

ー及び非常勤講師より最新

の業界情報を得たうえで最

適な教科、教育内容を精査し

ている。 

 

（３）教育課程編成委員会の

設置及び開催 

年に 2 回（5 月・11 月）に開

催している。 

（長所） 

業界経験が長く、豊富な経験を

持った非常勤講師からいつで

も意見を聞くことができる。 

 

（課題） 

特になし 

非常勤講師への授業アンケー

トのフィードバックができる

仕組みを作る 
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2-1 （2/2） 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

2-1-3 外国人留学生に対し

て、日本国内に就職する際に

必要となる日本社会の理解の

促進に資する授業科目を 300

時間以上開設していること。 

【注）外国人留学生キャリア形

成促進プログラム】  

○外国人留学生キャリア形成

促進プログラムの認定課程を

設置している専門学校におい

ては、外国人留学生に対し

て、日本国内に就職する際に

必要となる日本社会の理解の

促進に資する授業科目を 300

時間以上開設しているか 

○該当する授業科目は、文

部科学省が規定する要件を

満たす適切な内容になって

いるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）日本社会の理解の促進

に資する授業科目の内容 

外国人スタッフ（中国人）を

配置し、学校生活の相談窓口

を設けてはいるが、留学生に

向けた日本社会の理解を深

めるような取り組みはでき

ていない。 

（長所） 

外国人スタッフがいることで

入学手続きや在留手続きなど

がスムーズに行える。 

 

（課題） 

留学生が日本の社会や文化を

理解したうえでの就職支援、そ

のフロー化とシステム化 

日本語能力、日本での経験別の

段階に分けた支援フローの作

成 

 

参照資料 中項目の評定 

学生便覧 シラバス 教育課程編成委員会議事録 ２ 

 

 

 最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 
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2-2 （1/2） 

2-2 教育課程の実施 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

2-2-1 授業科目内容に

応じ、講義、演習、実験、

実習又は実技等、適切な

授業形態で教育が実施さ

れ、かつ、適切な教材が

用いられるとともに、学

校が定めた基準に基づき

成績評価を行っているこ

と。  

○各授業科目について、適切な

授業形態、方法及び教材が用い

られているか 

○授業科目ごとにシラバスを

作成し、学生に周知しているか 

○学生に対する履修指導、予

習・復習等に係る相談・支援に

取組んでいるか 

○成績評価について、授業科目

の内容、形態に応じた基準を設

定し、シラバス等で学生に明示

した上で、学生の学習に係る評

価を公正○かつ厳格に行って

いるか 

○成績評価の公正性・厳格性

を担保するために、学生からの

成績評価に関する問合わせ等

に対応するしくみを整備し、か

つ学生に対して明示し、適切に

運用しているか 

 

 

 

 

 

（１） 授業科目内容に応じた授業

形態・方法に関する基本方針 

科目の目標に照らし、講義、演習、

実習を適切に選択している。 

 

（２） 授業科目ごとのシラバスの

作成と学生への告知 

全科目でシラバスはもちろん１コ

マずつのコマシラバスも作成、配布

している。 

 

（３） シラバスを用いた学生への

履修等の指導 

授業ごとの達成目標やポイントを

説明してから授業を実施している。 

 

（４） 成績評価方法の学生への告

知と成績評価の決定過程 

学則及び施行細則に評価基準を設

けており、学生便覧に記載、学生に

も説明している。 

 

（５） 成績に関する学生からの問

い合わせに関する対応 

科目ごとにも評価基準を明確にし、

学生に伝えている。 

（長所） 

実習授業を多く設け、技術

力の向上を目指している。 

 

（課題） 

特になし 

座学授業が苦手な学生も多

く、実習授業と座学を組み

合わせた授業形態を目指せ

るといい。 
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2-2 （2/2） 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

2-2-2 企業等と連携し

た、実習、実技、実験又

は演習等（以下「実習・

演習等」という）の授業

を行っていること。 

また、教育目標の達成

に必要な企業等と連携し

た実習・演習等の単位時

間または単位数の総授業

時数に占める割合を具体

的に設定していること。 

【注）職業実践専門課程】  

○職業実践専門課程の認定課

程（学科等）を設置する学校に

おいては、実践的な職業教育と

して重要な企業等と連携した、

実習、実技、実験又は演習等（以

下「実習・演習等」という）を

行っているか 

○連携実習等の総事業時間数

に占める割合を設定している

か 

○連携実習等において、協力

機関等と到達目標等を共有し、

成績評価等について必要な協

働・連携する体制を整備してい

るか 

（６）企業等と連携した実習等

の実施 

卒業研究を中心に産学連携し

た多くの取り組みを実施して

いる。 

卒業研究は６６０時間設定し

ており、卒業学年の多くの授業

を占めている。 

卒業研究は学内発表会、企業の

方もお招きしての学外発表、そ

して研究論文の３つの要素に

よって評価される。 

（長所） 

卒業研究の学外発表では毎年

多くの企業の方にお越しいた

だき、パネル発表を通じて学生

と企業の方が直接質疑応答す

ることができており、実践的な

学びの場となっている。 

 

（課題） 

グループ研究では積極的に取

り組む学生と、そうではない学

生との差が生まれてしまう。 

通常授業・実習でも企業など

様々な人に関わってもらう機

会を増やしていく。 

 

参照資料 中項目の評定 

学則 学則施行細則（学生便覧） シラバス コマシラバス ３ 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 
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2-3 （1/1） 

2-3 単位・卒業認定 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

2-3-1 学校の目的・目標

及び育成する人材像を実

現するために必要な卒業

認定方針（資格・免許等

を含む修得させる職業能

力を含む）を学科・コー

スごとに定め、当該方針

に基づき卒業を認定して

いること。 

○あらかじめ、学生に周知し

ている卒業認定方針に即した

卒業認定の基準及び方法によ

って卒業認定を行っているか 

（１）卒業認定方針の策定、内

容と評価基準 

卒業の基準は学則及び施行細

則に定められている。 

 

（２）卒業認定方針の学生への

周知 

学生便覧に記載し、オリエンテ

ーション等で説明している。 

 

（３）卒業認定の決定過程 

卒業に当たっては学校長、局

長、部長、教務スタッフ出席の

卒業進級会議によって判断さ

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（長所） 

ディプロマポリシーに基づ

き、卒業進級判定会議で厳正

な判定がされている。 

 

（課題） 

メンタル不調で授業出席が

通常通り行えない学生への

長期履修制度の運用 

長期履修制度の運用については 

早期から保護者との連携を図る

必要がある。 

 

参照資料 中項目の評定 

学則 学則施行細則（学生便覧） 卒業進級判定会議資料 ３ 

 
最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 
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2-4 （1/2） 

2-4 学修成果目標の達成状況 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

2-4-1 卒業認定方針に

明示した学科・コースごと

の職業能力（資格・免許等

の取得、必要な知識や技

術、技能、職務遂行能力

の修得など含む。）の学生

の修得状況を把握し、評

価していること。  

○卒業認定方針を踏まえ、学

科・コースごとに職業能力（資

格・免許等の取得、必要な知識

や技術、技能、職務遂行能力の

修得含む。）の修得についての

目標を定め、学生の達成状況を

把握し評価しているか 

（１）卒業認定方針に明示した

修得内容の把握方法 

授業ごとの小テストや定期試

験、レポートなどで評価してい

る。 

（２）学生の進路に関する目標

設定と達成状況の把握 

就職活動についてはキャリア

センター、担任の個別面談を通

じて活動状況を把握している 

 

 

（長所） 

少人数制を生かした就職マッ

チング 

 

（課題） 

特にない 

キャリアセンターや職歴の長

いスタッフだけでなく企業情

報を知る必要がある。 

2-4-2 学生の進路に関

する目標を定め、その目

標を達成していること。  

○学生の就職、進学等進路に

関して具体的な目標を定め、そ

の目標の達成状況を把握してい

るか 

○卒業後の進路・キャリア形成

に関する相談や指導などの支

援体制を整備し適切に運用し

ているか 

○卒業生の進路・キャリア形成

状況等を踏まえ、当該専門学校

の教育課程、教育方法、学修成

果等を検証し、必要に応じ、そ

れを踏まえた改善・向上策をとっ

ているか 

 

 

 

 

（３）進路、キャリア形成に関

する学生への指導・相談体制 

就職対策授業を取り入れ、担当

講師、担任、キャリアセンター

で指導、相談受け入れをしてい

る。 

 

（４）進路状況の多角的、継続

的な視点に立った検証と教育

内容の改善への取組 

同窓会活動並びに卒後訪問、在

校生への講演、職場見学などを

通じて卒業生の成長を知るこ

とができている。 

 

（長所） 

卒業後 1 年以内の離職率の低

さ 

 

（課題） 

特になし 

引き続き卒業生への訪問を強

化していく。北海道等エリアご

と（分野ごと）の同窓会活動も

検討していく。 
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2-4 （2/2） 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

2-4-2 続き ○卒業生、実習先・就職先など

関連する企業及びその他組織

の意見や在学生の意見を勘案

するなど、多角的、継続的な視

点に立った検証方法等について

工夫をしているか 

   

 

 

参照資料 中項目の評定 

学生便覧 就職状況表 ３ 

 
最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 
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基準３ 学生の受入れ、学生支援 
3-1 （1/1） 

3-1 学生募集及び入学者の選抜、収容定員の管理 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

3-1-1 入学者の受入方

針、入学選考基準、方法

を定め、入学希望者に明

示し、入学者の選考を公

正に行い、合否を決定し

ていること。 

○卒業認定方針及び教育課程

の編成・実施方針を踏まえて学

生の受入れ方針を定め、求める

学生像や入学者に求める水準

等を明確に示しているか 

○また、選抜方法及び手続を

あらかじめ公表した上で、所定

の選抜基準及び体制のもとで

適切かつ公正に入学者を選抜

しているか 

（１）入学者受け入れ方針の策

定と内容 

アドミッションポリシーで方

針を定め、募集要項にも記載し

ている。 

（２）入学者選抜方法、手続き

の公表 

すべて募集要項に記載してい

る。 

（３）入学決定の過程 

事務局長、教務部長、広報セン

ター長、学生サービスセンター

長による入試判定会議で決定 

（長所） 

入試及び学費に関する情報は

募集要項にすべて記載してお

り、情報提供に問題はない 

 

（課題） 

特になし 

 

3-1-2 学生の受入れは、入

学定員に基づき適正に行

っていること。 

【注)修学支援新制度機

関要件の確認】 

【注）外国人留学生キャ

リア形成促進プログラ

ム】 

○入学定員に対する入学者数

及び収容定員に対する在籍学

生数を適正に管理しているか 

（４）入学定員の充足と在籍学

生数の管理 

入学定員は充足しており、在籍

学生数は適正に管理している。 

（長所） 

入学者確保による財務基盤の

安定 

（課題） 

特になし 

 

 

参照資料 中項目の評定 

募集要項 HP 入試判定会議議事録 ３ 

 
最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 
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3-2 （1/1） 

3-2 多様な学生に対する修学支援 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

3-2-1 適切な体制を構

築し、障がいのある学生、

海外からの留学生、社会

人経験者など、多様な学

生の修学に関する支援を

行っていること。 

 

○障がいのある学生、海外か

らの留学生等多様な学生に対

して必要な配慮、支援を行って

いるか 

（１）障がいのある学生に対す

る配慮、具体的な支援 

合理的配慮に関する面談及び

取り交わしは、入学前、在学中

も随時行い、出来ることと出来

ないことを明確にしている。 

（長所） 

合理的配慮のステップは局長、

教務部長同席で行っている。 

 

（課題） 

エレベーターや誰でもトイレ

がないので身体障がい者対応

に限界がある 

設備は優先順位を決めて補修

していくこと 

3-2-2 特に海外からの

留学生について適正な在

籍管理、進路(就職)指導

を行うとともに、日本人

学生との交流の機会が確

保されていること。 

【注）外国人留学生キャ

リア形成促進プログラ

ム】 

○特に、外国人留学生キャリ

ア形成促進プログラムの認定

課程を設置する専門学校にお

いては、海外からの留学生につ

いて適正な在籍管理、進路(就

職)指導を行うとともに、日本

人学生との交流の機会が確保

されているか 

（２）外国人に対する配慮、具

体的な支援 

入学手続きや各種事務手続き

などの支援として外国人スタ

ッフを配置し援助している。 

（３）外国人学生の在籍管理、

進路目標と達成状況、指導体制 

担当者が定期的に面談を実施

し個別の状況を把握している。 

（４）外国人留学生に対する日

本人学生との交流の機会 

日本人との交流会は特に設け

ていないが、小規模の学校なの

で自然と交流は図れている。 

 

 

（長所） 

留学生も多くはいないので個

別対応が可能 

 

（課題） 

システム、フローとしての外国

人教育はできていない。 

日本語能力別の支援プランの

作成 

3-2-3 学生の経済的側面

に対する支援体制を整備

し、適切に周知、運用し

ていること。  

○学生が就学を継続するため

の経済的側面に対する支援体

制を整備し、情報の提供及び相

談について適切に周知、運用し

ているか 

（５）学生の経済的側面に対す

る支援 

日本学生支援機構の奨学金予

約制度の案内、学費相談窓口

（学生サービスセンター）を設

置している。 
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参照資料 中項目の評定 

合理的配慮に関する書類 募集要項  ２ 

 
最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 
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3-3 （1/1） 

3-3 学生生活に関する支援 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

3-3-1 カウンセラーの

配置、相談室の設置など、

学生の相談に対応するた

めの環境整備を行い、適

切に運営していること。 

○学生生活等に関する相談体

制を整備し、相談対応につい

て、十分、学生に対して周知し、

機能、活用されているか 

 

 

 

 

（１） 学生生活に関する相談 

体制の整備と周知 

カウンセラーを週に 1 日配置、

学生にも告知している。 

 

（２） 学生相談の状況把握対

応 

カウンセラーと教務部長、担任

と連携して情報共有を図って

いる。 

 

（長所） 

カウンセラーと教務スタッフ

との情報共有は図れている。 

 

（課題） 

利用学生の多さ、メンタル不調

の重篤化があり、週 1 日では

不足している。 

カウンセラーの担当を増やす 

3-3-2 学校保健安全法

に基づく学校保健計画を

策定し、学生の心身の健

康管理体制を整備し、適

切に運用していること。 

○定期的な健康診断の実施、

結果のフォロー、健康管理に関

する啓発活動など、学生の心身

の健康管理体制を整備し、適切

に運用しているか 

（３）学校保健安全法に基づく

学校保健計画の策定 

健康診断の２次検査受診まで

個別に支援している。 

 

（４） 学生の健康診断の実 

施、心身の健康に関する啓発・

指導 

健康診断は毎年実施している。 

（長所） 

慶生会クリニックという学園

の医療機関を持っている。 

 

（課題） 

慶生会クリニックが葛西にあ

り利用しづらい。 

 

 

参照資料 中項目の評定 

スチューデントサービスセンター（学生相談室）告知カード 健康診断記録 ３ 

 
最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 
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3-4 （1/1） 

3-4 学生の自主的な学習等の促進に対する支援 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

3-4-1 学生の学力や学

習状況を把握し、入学前

教育や補習授業を行うな

ど学習支援に取組んでい

ること。学生の円滑な学習

に向け、シラバスの活用に

よる学習成果の向上や自

主的な学習に関する適切

な支援を行っていること。 

○自主学習等に対する相談対

応と学習支援 

○成績不振の学生の状況把握

と指導 

○留年及び休学者の状況把握

と対応 

○退学希望者の状況把握と対

応 

（１）学生の自主学習等に対す

る相談体制、学習支援 

空き教室は開放しているが十

分とは言えない。 

（２）成績不振の学生の状況 

把握と具体的な指導 

状況は進級判定会議資料で個

別に把握し、成績不振者等に対

して特別補講を実施している。 

（３） 留年及び休学者の状況 

把握と具体的な指導 

留年者は担任同士で引き継ぎ

指導している。休学者について

も復学するまで電話等による

定期的な連絡を取っている。 

（４） 退学希望者の状況把握 

と対応 

運営会議では全体の数を把握

し、教務会議では対応含め一人

一人の状況を把握している。 

（長所） 

個別対応については、一人一人

の個性に合わせて実施できて

いる。 

 

（課題） 

自主学習スペースが整ってい

ない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンライン、オンデマンドの自

主学習教材を強化していく。 
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3-4-2 正規の授業時間

以外に行われる、課外活

動など学生の自主的な活

動を充実させるため、適切

に支援していること。 

○部活動などの実績と支援の

実施 

○ボランティア活動の実績と

支援の実施 

（５）正規の授業時間以外の学

生の自主的な活動に対する具

体的な支援 

部活動やボランティア活動は

実施していない。学生スタッフ

という活動があり、オープンキ

ャンパスの運営のみならず、近

隣小学校への出張授業のサポ

ート活動を行っている。 

（長所） 

学生スタッフについては、学校

を超えて学園グループ各校の

学生とも交流できる。 

 

（課題） 

（専修学校は職業教育なので） 

課外活動は多くない。 

 

 

参照資料 中項目の評定 

学生スタッフマニュアル ＨＰ ２ 

 
最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 
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基準４ 教員・教育実施組織 
4-1 （1/1） 

4-1 教員の配置、募集、採用 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

4-1-1 教育課程を実施

するのに必要な、資格・

要件を備えた教員につい

て、採用基準等を整備し、

適正に配置しているこ

と。 

○法令上の基準を遵守し、学

校の目的を実現し、目標の達成

するための教育を十分に実施

できるだけの教員を配置して

いるか 

（１）教員の採用基準 

建学の理念や育成人材像への

共感、学生指導方針の遵守を基

本に職務経歴について面接を

通して考慮して採用している。 

 

（２）教員の配置 

学則に基づき、基幹教員及び専

任教員を配置している。 

（長所） 

新任教員については JESC（滋

慶教育科学研究所）主催の初任

者研修を実施し、理念や教育シ

ステムについて統一した考え

方を周知している。 

 

（課題） 

講師の高齢化に伴い、新任教員

の開拓が必要 

講師や就職先からの紹介、ある

いは卒業生の講師抜擢等 

 

参照資料 中項目の評定 

学則 初任者研修資料 ３ 

 
最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 
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4-2 （1/1） 

4-2 教員の組織編制等 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

4-2-1 学校の目的に応

じた教育を実施するため

に、適切な業務分担、責

任体制のもとで分野の区

分ごとに、教員の組織体

制を整備していること。 

○当該専門学校の教育活動を

進めるための基本的な組織体

制を整備しているか 

○組織の責任体制、役割分担が

規程等において明確で、連携体

制が機能しているか、 

○当該専門学校の目的等を共

有し、達成に向けた協働意欲を

醸成するために、教職員組織等

の円滑な運営と改善向上に向

けた取組を行っているか 

（１）教育活動を進めるための

教員の組織体制 

学則に基づき、学校長のもと、

教務部長、各センター長を配置

して責任体制を整えている。 

 

（２）教員組織の役割分担と責

任の所在 

事業計画で組織図、職務分掌、

各担当責任者を明示している。

年度が始まる前には学園、学校

ごとにスタート研修を実施し、

目的目標を共有しながら運営

している。 

 

（長所） 

事業計画に組織図のみならず

職務分掌や担当が決められて

おり、それらは一人ずつファイ

ルされた資料として持ってい

る。 

 

（課題） 

特になし 

 

 

参照資料 中項目の評定 

事業計画（組織図 職務分掌 役割分担） ３ 

 
最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 
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4-3 （1/1） 

4-3 教員の資質の向上 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

4-3-1 学校の授業の内

容及び方法の改善を図る

ための FD(Faculty 

Development)など組織的

な取組や教員の研究活

動、自己啓発等への支援

を行っていること。 

○教員の資質向上を図るため

に、研修計画を作成し、計画的

に必要な研修を受講させるなど

組織的な取組を行っているか 

○教育の質の向上に向け組織的

なファカルティ・ディブロット

メント活動に取組んでいるか 

（１）教員の質向上に向けた研

修計画の策定と実績 

JESC（滋慶教育科学研究所）

主催の各種研修を実施してい

る。 

（２）学校の授業の内容及び方

法の改善を図るための FD な

ど組織的な取り組み 

FD 研修は段階ごとに複数の

研修を受講している。 

（３）教員の研究活動、自己啓

発等への支援 

バイオ分野の教育研究部会に

参加して同分野の学校間での

情報共有を図っている。 

（長所） 

学園内に教職員の質向上を目

指した研究機関（JESC）があ

ることで研修が充実している。 

 

（課題） 

学校現場の仕事量と研修時間

のバランスを保つこと、研修内

容を現場に活かすこと。 

研修参加後の上長との振り返

りの時間を持つこと 

4-3-2教員の専攻分野に

おける実務に関する知識・

技術、技能を修得・向上す

るための研修を企業等と

連携して、組織的に行って

いること。【注）職業実践専

門課程】 

○職業実践専門課程の認定校

においては、企業等と連携した

研修（専攻分野の知識等）を組

織的に行っているか 

（４）企業等と連携した専攻分

野における実務に関する知

識・技術・技能を修得・向上す

るための研修の組織的な取組 

バイオ教育部会、日本組織培養

学会等に教員が参加しており

技術向上を図っている。 

（長所） 

研修内容を授業内容に落とし

込むことができている。 

 

（課題） 

特になし。 
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4-3-3 教員の授業及び

指導力等を修得・向上す

るための研修を企業等と

連携して、組織的に行っ

ていること。 

【注）職業実践専門課程】 

○職業実践専門課程の認定校

においては、企業等と連携した

研修（指導力の向上）を組織的

に行っているか 

（５）企業と連携した教員の授

業及び指導力等を修得・向上す

るための研修の組織的な取組 

教育改革センター主催のクラ

スマネジメント研修（赤坂真二

先生）を継続受講しており、ク

ラス全体への指導力を強化し

ている。 

（長所） 

クラスマネジメント力が向上

すると学生の個別対応を少な

くすることができる 

 

（課題） 

クラスマネジメントを専門学

校生のレベルで実施すること

の難しさ 

様々な教育メソッドがあるの

で、まずはできそうなことから

やってみることが大切 

 
最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 

 

参照資料 中項目の評定 

JESC 研修体系 著書「赤坂版クラス会議完全マニュアル」 ３ 
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基準５ 教育環境 
5-1 （1/1） 

5-1 教育環境の整備点検、改善等 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

5-1-1 専修学校設置基

準及び関連法令に基づ

き、教育上の必要性に対

応できる施設・設備、機

械器具等を備えているこ

と。（補修、更新含む） 

○当該専門学校における教育

課程を実施するために必要、か

つ十分な施設と、学生数、教育

内容、教育方法に対応するため

の設備を整備し、十分活用して

いるか、 

○施設、設備について適宜点

検し、計画的に改修、補修等を

適切に行っているか 

（１）教育課程を実施するため

に必要、かつ十分な施設と学生

数、教育内容、教育方法に対応

するための設備の整備と活用 

教育環境は十分とは言えない。

設備や実験機器の老朽化も進

んでいる現状 

 

（２）施設、設備についての点

検と計画的な改修、補修など 

学園内に建物管理をする企業

（ＤＵＣＥ）があり定期的な点

検及び中長期の改修計画をた

てている。 

（長所） 

校舎の点検改修に関する業務

を担ってくれる学園内企業が

あることで学校運営の負担が

減少する 

 

（課題） 

校舎、設備の老朽化 

ゆとりのない教室環境 

環境改善の委員会を立ち上げ、

優先順位を決めて改修してい

く。 

 

 

参照資料 中項目の評定 

校舎図面 中長期補修計画 ２ 

 
最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 
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5-2 （1/1） 

5-2 安全対策、防災組織 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

5-2-1 学校保健安全法

に基づく学校安全計画を

策定し、学校における安

全対策を適切に行ってい

ること。  

○学校保健安全法に基づく学

校安全計画を策定し、火災の発

生及び大規模災害発生時並び

に授業中の安全管理等におい

て、適切に対応しているか 

（１）学校保健安全法に基づく

学校安全計画の策定と運用 

防災マニュアル及び危機管理

マニュアルを整備している。学

生、講師の入館システムを導入

しており、学外の者の侵入を防

いでいる。 

 

（２）火災の発生及び大規模災

害発生時並びに授業中の安全

管理における対応 

毎年避難訓練を実施。2025 年

度は消火器使用に関する研修

を実施した。学園として安否確

認システムを導入しており、迅

速な状況把握ができるように

なっている。また避難用備蓄も

備えている。 

 

 

（長所） 

防災に関するマニュアルや学

園としての安否確認をシステ

ムでできること 

 

（課題） 

特になし。 

 

 

参照資料 中項目の評定 

防災マニュアル 避難訓練企画書  ２ 

 

 
最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 

 



 

25 

 

 

基準６ 教育活動の基盤と情報の公表 
6-1 （1/1） 

6-1 中期事業計画と財務基盤 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

6-1-1 当該専修学校の

中期事業計画又は設置法

人の中期事業計画に、教

育目的、教育目標の実現

に向けた具体的な内容が

位置付けられているこ

と。  

○当該専門学校の目的を実現

するために、実効性のある具体

的な中長期的計画が策定され

ているか 

○設置法人が策定している場

合は、計画上に当該専門学校に

おける教育等の内容が明確に

位置付けられているか 

○計画の進捗状況、組織上の

役割分担、計画の見直しなど計

画の遂行の実効性は十分か 

（１）実効性のある具体的な中

長期計画の策定 

事業計画は 5 か年で計画を立

て運営している。 

（２）中長期事業計画中におけ

る学校の教育活動の位置づけ 

事業計画は学校ごとに作成し

ており、また教育の方向性も示

されている。 

（３）計画の進捗状況、組織上

の役割分担、計画の見直しなど

計画の遂行の実効性 

計画の進行状況は運営会議で

確認している。 

（長所） 

学園全体として、各校の事業計

画は 5 か年で計画している。 

 

（課題） 

人事計画は 5 か年ではないた

め、人事異動があると方向性が

変わってしまう。 

学園全体の人事計画も 5 か年

で計画する。 
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6-1-2 当該専修学校の

教育活動を安定して遂行

するために必要かつ十分

な財務基盤を確立してい

ること。【注)修学支援新

制度機関要件の確認】 

【注）外国人留学生キャリ

ア形成促進プログラム】 

○中期事業計画を実行し、当該

専修学校の教育活動を安定し

て遂行するために必要かつ十

分な財務基盤を確立している

か、不十分な場合は改善に向け

た計画を策定しているか 

（４）教育活動を安定して遂行

するために必要かつ十分な財

務基盤の把握と対応 

収支計画も 5 か年で計画して

いる。また公認会計士及び監事

による財務監査を毎年実施し、

健全な財務体制を維持してい

る。 

（５） 財務基盤が不十分な場 

合は改善に向けた計画の策定

と計画の進捗状況の把握 

財務基盤は安定していると言

えるが、今後 18 歳人口が減少

することを踏まえ、社会人教育

など新たな事業を運営し始め

ている。 

（長所） 

醸造や化粧品など大人の趣味

になりやすい社会人に向けた

教育プログラムを構築しやす

い 

 

（課題） 

特になし 

 

 

参照資料 中項目の評定 

事業計画 収支計算書 社会人講座パンフレット ３ 

 
最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 
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6-2 （1/1） 

6-2 学校運営 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

6-2-1 学校運営の組織

体制を整備し、適切な運

営が行われていること。  

○当該専門学校の全体の運営

について、事務組織体制を整備

し、業務分担、責任体制が明確

になっているか 

○教員と職員による連携体制

を確保しているか 

○校長による意思決定及び執

行管理が適切に行われている

か 

（１）学校の全体の運営にかか

る事務組織体制の整備 

事務組織は学内で業務分担し

ている他、滋慶サービスという

サポート企業が給料計算等行

っている。 

（２）事務局体制の業務分担、

責任体制 

学生サービス、広報、産学連携

の各センターに責任者を配置

している。 

（３）教員と職員の連携体制 

学校行事等で部署を越えて業

務遂行にあたっている。 

（４）校長による意思決定及び

執行管理 

卒業進級の判定について学校

長の決済を受けている。 

（長所） 

学校は教務部と事務部に別れ

てはいるが、総職員数も多くな

く、部署を越えて学生指導にあ

たっている。 

 

（課題） 

部署間での情報共有 

学生情報共有の場を作る 

6-2-2 学校運営に必要

な知識・技能等を身に着

け、意欲及び資質を向上

させるために SD（Staff 

Development）活動などの

取組が行われているこ

と。 

○学校運営を適切かつ効果的

に行うため、学校の管理運営や

教育活動等に関わる教職員に

必要な知識及び技能を習得さ

せ、並びにその能力及び資質を

向上させるための組織的に研

修の機会を設けるなどの取組

みを行っているか 

（５）学校の管理運営や教育活

動等に関わる教職員に対する

必要な知識及び技能の習得、並

びにその能力及び資質を向上

させるための組織的な研修の

機会の提供等の取組 

JESC の研修、教育改革センタ

ーの研修、バイオ教育部会等 

（長所） 

学園グループの研修が充実し

ている。 

 

（課題） 

特になし 
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参照資料 中項目の評定 

組織図 職務分掌 役割分担 研修資料 ３ 

 
最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 
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6-3 （1/1） 

6-3 学校評価の実質と改善活動 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

6-3-1 学校関係者評価

委員会、教育課程編成委

員会等外部からの意見を

反映するなど、関連企業

等団体、地域社会等から

の意見を当該専修学校の

運営やその他の改善・向

上において活用している

こと。 

学校評価を実施し、改善

状況を公表しているこ

と。 

 

〇学校関係者評価委員会、教育

課程編成委員会等外部からの

意見を反映するなど、関連企業

等団体、地域社会等からの意見

を当該専修学校の運営やその

改善・向上において活用してい

ること。 

〇特に職業実践専門課程にお

いては、教育課程編成委員会を

年２回以上開催していること。 

〇学校評価を実施し結果及び

改善状況についての情報を公

表していること。 

〇学校評価の結果に基づく改

善への取組を組織的かつ継続

的に行っていること 

 

 

学校関係者評価委員会は年１

回、教育課程編成委員会は年２

回開催しており、その意見は学

校運営に反映させている。 

 

自己点検自己評価は学校関係

者評価委員によって評価され、

その評価については意見を取

りまとめたうえでホームペー

ジで情報公開している。 

 

               

（長所） 

学校関係者評価委員会では学

校運営に関する評価をいただ

くだけでなく、その年度の学校

行事や産学連携の状況なども

報告している。 

 

（課題） 

特になし 

 

 

 

参照資料 中項目の評定 

ホームページ 教育課程編成委員会議事録 ３ 

 

 
最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 
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6-4  

社会からの理解と情報の公表 

 

点検・評価項目 評価の視点 現状の説明 長所・課題 長所の伸長・課題の解決策 

6-3-1 当該専修学校の

教育活動、学校運営等の

状況に関する情報を積極

的に公表し、継続する教

育機関、産業界、自治体

等をはじめ、社会全体か

らの理解を得るよう取組

んでいること。 

○自己点検・評価結果をはじ

め、公表が求められている教育

情報について適切に公表し、説

明責任を果たしているか 

○当該専門学校の教育内容等

が社会から理解を得られるよ

うに、特に産業界等への積極的

な取組が行われているか 

○教育課程の編成、実施など実

践的な職業教育の展開、改善・

向上に向け、継続する教育機関

（高等学校等）、産業界、自治

体等からの意見を積極的に聴

取し、活用しているか 

（１）自己点検・評価結果をは

じめ、公表が求められている教

育情報の公表 

学校のホームぺージで公表し

ている。（財務諸表、事業報告、

自己点検・評価報告書、学校関

係者評価委員会評価結果、職業

実践専門課程の認定情報等） 

（２）教育内容等が社会から理

解を得られるような産業会等

への積極的な取組 

卒業研究発表会への企業の出

席、産学連携の実績の公表

（HP）等積極的に実施してい

る。 

（３）教育課程の編成、実施な

ど実践的な職業教育の展開、改

善・向上に向け、継続する教育

機関、産業界、自治体等からの

意見の積極的な聴取、活用 

年 2 回、教育課程編成委員会

を開催し、毎年のカリキュラム

に反映させている。 

               

（長所） 

情報公開について、毎年ホーム

ページ上の情報を更新してい

る。 

 

（課題） 

特になし 

 

 

 

参照資料 中項目の評定 

ホームページ 教育課程編成委員会議事録 ３ 

 

 
最終更新日付 2026 年 4 月 20 日 記載責任者 居関 暁昌 
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